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 新 しい時期に中国対外開放程度が最高の地域                 

 制度革   新 の集積地  

 改革開放の試験地      

中国（天津）自由貿易試験区は中国北方の初の自由                     

貿易試験区で、中央政府によって設立された第二陣                     

の自由貿易試験区の一つ。          

戦略的位置づけ       ： 制度革   新 を中心に、対外開放に        

よって革    新 を求め、北京      ・天津  ・河北省ひいては東      

北アジアに向けサービスを提供する。               



中心商務区エリアは中国
（天津）自由貿易試験区の
一部分で、天津経済技術開
発区（T E D A）に管轄され、
企画面積は4 6 . 8 K M２。



濱海新区の中心区 濱城のリビングルーム



8年来、中心商務区エリアには 2 .7万社の企業が進出し、 GDPは 3 0 0億元を超え、 4 70社以上

の外資系企業が進出している。
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投資自由

外商投資の参入規制がより少ない

貿易のネガティブリストを率先的に実施し、普及させる

国際商事登録規則



通関が速い   

多くの便利的な措置        クロスボーダー貿易業態         
の発展を支持する        貿易

自由



 便利な管理

 コスト削減

 効率を上げ

 ハードルを引

き下げ

 天津排出権取引所

 天津リース資産取引センター

 天津国際石油・ガス取引センター

 天津濱海国際知的財産権取引所

 貨物貿易の決済がより自由

 資本プロジェクトの外貨収支がより便利

 外債の使用条件がより緩和され

......

天津自由貿易試験区は中国北方で

唯一の自由貿易口座を開設できる

自由貿易試験区の一つである。



外国人人材の
創業をサポート

人員自由

海外職業資格を
承認

国際人的資源を
協力



データの安全で秩序化        

 天津自由貿易区のインターネットデータ専用通路

データクロスボーダー転送の階層分類管理のパイ

ロットを先に展開する

 国家デジタルサービス輸出基地——デジタルサービ

スの新業態を育成する

 中国で初めての国家級スーパーコンピューティングセ

ンター——天津スーパーコンピューティングセンター





貨物
貿易

サービス
貿易

投資 Eビジネス 知的
財産権

競争 政府
仕入れ

トラブル
解決



中日両国間初の自由貿易協定

関税の免除

原産地規則

サービス貿

易の開放と

協力

RCEP



関税削減方法 日本から輸入 日本へ輸出

即時撤廃

ベースレート 25% 57%

品目
一部の水産物、鉱産物、化学工業製品、

紡績服装、機械製品、電気設備など

水産物、一部のナッツ、果物・野菜、肥料、日

用化学工業製品、機械製品、電気設備、一部の

光学設備など

段階的撤廃

(10年、15年、
20年)

ベースレート 61% 31%(第11年目に撤廃)

品目

一部の鳥の肉、水産物、果物、野菜、食品、化学工業製品、プラス

チックやゴム製品、紡績服装、非貴金属及びその製品、機械製品、

電気設備、自動車及び運輸設備、光学医療設備など

一部の紡績品と原材料、プラスチックとその製

品、化学工業原材料及び化学工業製品、機械製

品など

最終的ゼロ関税の割合 86% 88%

一部関税削減の割合 0.4% 0%

その他 13.6% 12%



RCEPは区域原産地累
積規則を使い、伝統的
自由貿易協定の二国間
原産地規則と異る

RCEPメンバー国の生産材料が全部原産材料とみなす

貿易貨物はRCEP関税削減製品の範囲内

区域価値は40％占める

メンバー国の企業が税関削減を享受する条件を簡単化



z

中国のサービス貿易：ハイスピード、               
広い発展空間、強い発展潜在力            

z

R C E P に基づく中国サービス        
貿易の開放度がさらい高い          

RCEPサービス貿易の全般開放レベルはメンバー国間の既存自由貿易協定より高く、サービス部

門の開放を約束し、制限と差別の措置を減らし、メンバー国間のサービス貿易に便利を図る。



2022年、日本企業が中国への実質ベースの投資額

は46.1億ドルで、前年同期比17.7%増。
投資

貿易
2022年、日本は中国にとって三番目の貿易パートナー国

で、中国は日本にとって最大の貿易パートナー国である。

中日貿易額は3574.2億ドル。
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サービス  

支援

企業別（ケースバイケース）の関税策

支援策を享受できない場合の処理

企業への支援策

 政策法規検索

 RCEP関税率検索

 重点国及び重点製品の輸入関税率の比較

 原産地累積規則の適用範囲

 原産地判定

天津市 R C E P関税政策検索

公共サービスプラットフォーム

天津税関の出入国審査官署は9ヶ所か

ら15ヶ所に増加した。

RCEP原産地証明書印刷のセルフサービ

ス比率は98％に。

証明書の知能的審査

原産地のビジネス環境を最適化



60.3億元

7400万元

98%

中国の一番目

2 0 2 2年天津経済技術開発区の

対日輸出入総額

234億元
天津経済技術開発区

２番目の貿易ソース国



産業チェーン

の投資協力を

強化する

設備製造

新エネ車

電子情報

バイオ医薬

新素材
食品飲料



サービス貿易

の開放と協力

を強化する

デジタル経済

文化・クリエーティブ

ウェルネス・医療

金融ビジネス

グリーン・低炭素
科学技術R&D



 さらに自由的な貿易投資

 さらに便利的な資金の流動性

 さらに順調的な人員往来

 さらに秩序的なデータ交換

中国北方地域が東北アジアとつながる重要地域を構築する
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